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議 会 運 営 委 員 会 記 録

◇開会日時 令和７年７月９日（水曜日）

午前 ９時３０分 開会 午前１０時３３分 閉会

◇開催場所 第２委員会室

◇出席委員

◇欠席委員 なし

◇出席説明員 なし

◇事務局職員

◇本日の会議に付した案件

特定事件７ 議会だよりの編集、作成について

特定事件９ その他議会運営に関することについて

令和７年度議員研修会について

次回の議会報告会について

委 員 長 吉 田 武 司 議員 副 委 員 長 伊 藤 妙 子 議員

委 員 菅 原 満 議員 委 員 鎌 田 泰 春 議員

議 長 小 嶋 智 子 議員 副 議 長 待 鳥 美 光 議員

議会事務局長 亀 井 義 和 議 事 課 長 工 藤 宏

議事課統括主査 秋 元 佑 介 主 査 岩 瀬 美 保

主 任 小 林 厳
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午前 ９時３０分 開会

○吉田武司委員長 おはようございます。

ただいまから、議会運営委員会を開会します。

出席委員数が定足数に達していますので、会議は成立しています。

会議には、議長とオブザーバーとして副議長に出席を求めていますことを報告いたします。

本日の案件は、特定事件７、議会だよりの編集、作成について、特定事件９、その他議会運

営に関することについてとして、令和７年度議員研修会について、次回の議会報告会について

です。

本日の資料を確認します。本日の資料は、お手元に配付してありますとおりです。

初めに、特定事件７、議会だよりの編集、作成についてです。

お手元に和光市議会だより№129の原稿を配付しております。２回の編集事前打合せを経ま

した掲載内容について、事務局から全ページ一括して説明をお願いします。

岩瀬議事課主査。

○岩瀬議事課主査 手元の資料を御覧ください。

Ａ３サイズの原稿は、第１回の編集事前打合せで掲載を決め、第２回の編集事前打合せで追

加、修正となった箇所が反映されたものとなっております。この原稿から、紙面の構成と編集

業者への修正の指示が必要となる箇所について、表紙から最終ページまで通して説明いたしま

す。

なお、お手元のＡ４サイズ、カラーの原稿は色見本となりますので、よろしくお願いいたし

ます。

まず、７ページ、表紙について説明いたします。

表紙の構成は、特集として、６月定例会の主な議案、新議長・副議長の選出、常任委員会等

の構成、議会以外の各種委員等となっております。

７ページの修正はありませんでした。

次に、８ページについて説明いたします。

８ページの構成は、６月定例会での一般質問で、各議員が取り上げた問いとそれに関する執

行部の回答、そのほかに質問した内容が掲載されています。

修正箇所について説明いたします。

齋藤議員のその他の質問中、熱中症の対策となっている箇所の、のを削除し、熱中症対策と

するよう修正いたします。

８ページについては以上です。

次に、９ページについて説明いたします。

９ページの構成は、一般質問、トピックスとして、議会報告会を開催しました、議会報告会

を開催予定、常任委員会の審査になります。
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修正箇所について説明いたします。

１か所目は、議会報告会を開催予定については、この後の議会運営委員会で決まった内容に

日付を修正いたします。

２か所目は、６月定例会常任委員会の審査のところで、ＱＲコードを載せる位置が空欄にな

っていますが、こちらはまだホームページ上に掲載ができていませんので、最終稿の戻し、あ

したの12時なんですが、こちらに間に合うようであれば差し替えいたします。

３か所目は、総務環境常任委員会の和光市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の

一部改正についての問いの箇所で、最後に、を伺うを追記いたします。

４か所目は、予算決算常任委員会のプレミアム商品券事業の問いの７行目で、水道料金の減

免は、の後ろに句読点を追記いたします。

９ページについては以上です。

次に、10ページについて説明いたします。

ページの構成は、議案等の採決結果、令和６年度政務活動費収支報告状況をお知らせします、

９月定例会の開催予定、聴覚・視覚障がいのある皆さまへ、定例会・臨時会の審議結果です。

10ページの修正はありませんでした。

全ページの紙面の構成及び修正箇所に関する説明は以上です。よろしくお願いいたします。

○吉田武司委員長 ありがとうございました。

事務局の説明が終了しました。

ただいまの説明に御意見はございますか。

鎌田委員。

○鎌田泰春委員 私の一般質問のところになるんですけれども、子どもあんしん部長の答弁の

中で、実施項目をしない場合、事業者の一部負担は認識していますというふうに記載が変更さ

れているんですが、実際の答弁では、実施項目をしない場合というような表現はなく、こちら

は新たに付け加えられたものになりますので、答弁の内容に沿って記載いただければと思うん

ですが、答弁の内容といたしましては、対象経費が基準額を上回ることもあるから、事業者の

負担も一部生じていると認識していますと、このように答弁の内容どおりに記載をお願いでき

ればと思います。

○吉田武司委員長 事務局におかれましては、これ、文字数があると思うんですけれども、い

かがでしょうか。

工藤議事課長。

○工藤議事課長 こちらの鎌田委員の一般質問の内容については、先日、子どもあんしん部長

と鎌田委員と調整させていただいて、こちらの内容で入れさせていただいたところです。

○吉田武司委員長 鎌田委員。

○鎌田泰春委員 私は、事業者の一部負担は認識していますというところをしっかりと残して

ほしいというところで意見を言ったつもりなんですけれども、実施項目をしない場合という記
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載は、答弁の中には含まれていないですね。それが追記されている状態は、ちょっと問題があ

るかと思います。

１回目の答弁です。そこを確認いただいて、修正を依頼したいです。

○吉田武司委員長 工藤議事課長。

○工藤議事課長 こちらにつきましては、１回目の答弁ではなく、２回目以降でこの実施項目

というところが入っているんですが、そこは文字数の関係とかもありますので、それに合うよ

うな形で修正させていただいているところでございます。

○吉田武司委員長 鎌田委員。

○鎌田泰春委員 ２回目の答弁のどこに記載がありますか。

○吉田武司委員長 休憩します。（午前 ９時３８分 休憩）

再開します。（午前 ９時４８分 再開）

鎌田委員の一般質問については、自身のことですので、これは答弁者の子どもあんしん部長

と一回すり合わせしていただいて、ここを直していただければと思いますので、それは鎌田委

員と子どもあんしん部長、事務局でよろしくお願いいたします。

伊藤委員。

○伊藤妙子委員 ７ページですけれども、私がもしかしたら聞き漏らしているのかもしれない

んですが、ここは修正がないというふうに先ほどおっしゃっていたと思うんですが、右上、６

月定例会の主な議案の中の改正の要点のところの、括弧の中の条項ずれの、条と項の間の点を

取るんじゃありませんでしたか。

それとも、このままでいい。

○吉田武司委員長 菅原委員。

○菅原満委員 これは、執行部側の説明資料で、条と項とずれているということで、条、点、

項ずれということだったというふうに記憶しております。

○吉田武司委員長 今の条、項のずれのところで、点は削除しないということでよろしいです

か。

伊藤委員。

○伊藤妙子委員 分かりました。

○吉田武司委員長 ほかにお気づきの点はありますでしょうか。

中ページの、８、９ページについて、よろしいですか。

用語解説についてもよろしいでしょうか。

〔「異議なし」という声あり〕

それでは、最終ページのほうに移ります。

最終ページ、お気づきの点はございますか。

〔「なし」という声あり〕

事務局に、一点、いいですか。
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この政務活動費のところで、鎌田議員、富澤議員のところが32万円というふうになっていて。

あと、私もそうか。

これは、本来、24万円を過ぎたところは切ってしまうということになっていましたか。

24万円を過ぎたところは、切りのいいところで、全額は載せないで切るということになって

いたのかなと思うんですけれども。

工藤議事課長。

○工藤議事課長 こちらの支出額につきましては、皆さんから出された報告書の支出額、その

まま転記しているような状況になりますので、このような数字になっております。

○吉田武司委員長 ほかにありますでしょうか。

〔「なし」という声あり〕

それでは、事務局においては、ただいまの意見のとおり進めていただけますようにお願いい

たします。

議会だよりの編集、作成については以上となります。

次に進みます。

特定事件９、その他議会運営に関することについてとして、令和７年度議員研修会について

です。

前回の会議にて、会派に持ち帰って検討をお願いした実施時期、テーマ、講師等について、

各会派から提案説明をお願いいたします。

○伊藤妙子副委員長 議事を委員長と交代します。

吉田委員。

○吉田武司委員 緑風会としては、前回も提案させていただいた所沢市議会のほうに行ければ

と思っています。テーマについては、新規事業の協議、先議・専決処分の案件、通年議会も所

沢市がもしやっていれば、一緒にできればと思っております。

議会改革のテーマの中の13番、15番、今後も多分これ協議していかなければいけないことな

ので、そのことを考えて、今回は、全議員で所沢市議会のほうに行って研修、学んでくること

によって、議会改革のほうもスムーズにいくのかなというふうにも考えておりますので、以前

提案した所沢市議会のほうに行ければと思っております。

また、新しい風・希望のところもすごくいいところなんですけれども、今後の研修会につな

げていければと思います。

また、公明党の意見についても、今後進められればと思っていますので、取りあえず、緑風

会としては私たちの提案したところ、次に、新しい風・希望の提案、次に、公明党の提案した

研修の内容について、１、２、３の順番をつけさせていただいております。

○吉田武司委員長 議事を副委員長と交代します。

公明党、伊藤委員。

○伊藤妙子委員 公明党会派といたしましては、所沢市ということで提案しているんですけれ
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ども、今、緑風会のほうからあったとおりのテーマ、専決処分の案件ですとか、新規事業の協

議という意味も含めて、改めて所沢市議会の視察というか、勉強をするということで、それを

議員研修にすることがまずは第一の希望であります。

それと折り合いが合わないというか、皆さんと意見が割れるようでしたら、新しい風・希望

が出されていらっしゃるこの講師の方の研修ということで進めていただければと思います。

○吉田武司委員長 鎌田委員。

○鎌田泰春委員 私も所沢市の視察がよろしいのではないかなと思っていますが、様々御意見

ありますので、協議できればと思います。

あと、通年議会のところも、26番のところも所沢市の部分になっていますので、それも含め

て消化できるというところも考えると、そちらもいいのかなと思っています。

○吉田武司委員長 菅原委員。

○菅原満委員 うちのほうとしては、研修会の案に出させていただいておりますので、講師と

調整が整えば、年内はなかなか厳しいのかなと思いますが、年明けにでもできればということ

です。

それから、所沢市の話ですけれども、所沢市がいいのかどうかというのはありますけれども、

絞って聞くと。話で出ていたのは、新規事業の関係だったと思いますので、あと、その資料の

関係、あとＩＣＴがあるならばということで、所沢市に行く場合は、相手との調整がつけば、

その時点で手続を取って、議員派遣という形にするのか、そういう形で行くということと、や

はり議員ですので、政策的なこと、あるいはこどもまんなか社会、いわゆるこどもまんなかだ

とか、いろいろな課題もあるので、そういった意味では、今回は子供の課題ということで２点

出させていただいていますので、そちらのほうも検討いただければということです。

○吉田武司委員長 休憩します。（午前１０時０８分 休憩）

再開します。（午前１０時１６分 再開）

それでは、テーマ、講師等については、第一候補として、所沢市議会へ行き、議会改革のテ

ーマの中の新規事業の協議、また先議・専決処分の案件、また通年議会の導入について研修を

したいと思います。また、第二候補として、新しい風・希望から提案がありました情報化が進

む中での子育て、また、２つ目の提案といたしまして、子供自殺防止対策についてを第二候補

としておきたいと思いますがよろしいでしょうか。

〔「異議なし」という声あり〕

また、実施時期は１月下旬で調整したいと思いますが、いかがでしょうか。

〔「異議なし」という声あり〕

異議がないので、そのように決定しました。

日程、テーマ、講師等の調整は事務局でお願いいたします。

令和７年度議員研修会については以上となります。

次に進みます。
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次回の議会報告会についてです。

議会報告のテーマは、令和６年度決算審査の概要に決まったところです。

本日は、意見交換会のテーマをどうするか、また、開催場所及び日時について協議、決定し

たいと思います。

前回の議会運営委員会において、会派での検討を依頼しておりましたので、各会派から御意

見、御提案をお願いいたします。

菅原委員。

○菅原満委員 報告会は11月４日、６日、７日のどれかということでしたので、うちのほうは

どこでも決定できれば、ほかの行事等との調整が整えば、いずれでも構いません。

それで、いつも平日か土日かということで、そのたびに動くので、もしできるならば、秋は

市民祭り、ほかのいろいろな行事等と、議長会、研修会、あと議会の視察等と重なるので、秋

は平日のどれかで、春はわこらぼと合わせた日でやったように、５月のその土曜日でやるとい

うような日程だけでも決めておけば、いつやるかということは大体市民の方も想定して、あと

内容はその都度決めるという。意見交換会をやるか、あるいは内容についてはその都度決める

ということなので、その辺の日程だけは固められるならば、固めたほうがいいのかなというふ

うに提案をさせていただきます。

今回は平日で、いずれの日でも決定できれば、それで結構です。

○吉田武司委員長 鎌田委員。

○鎌田泰春委員 我々の会派は４日、６日、７日、いずれの日程であっても問題ないので、皆

様と御都合を合わせていただければと思います。

○吉田武司委員長 伊藤委員。

○伊藤妙子委員 公明党会派としましては、11月４日はちょっと。

できれば、６日か７日のどちらかで、午後の２時から４時で進めていただければと思います。

○伊藤妙子副委員長 議事を委員長と交代します。

吉田委員。

○吉田武司委員 緑風会といたしましても11月４日、６日、７日、時間は２時から４時で、日

付はこの３日間で大丈夫です。

あと、テーマについてなんですけれども、テーマについては、文教は期ずれまた子育て、総

務については都市計画、まちづくりがいいのではということになりました。

また４月の、次回の予算の決算の議会の報告会については、日曜日、以前、わこらぼまつり

と一緒に開催したときは、多くの方が議会報告会に来てくれたので、今回はそのことについて

も早めに、先にお祭りの実行委員と協議をして、そのときにできるようにしたほうがいいとい

う意見がありました。

○吉田武司委員長 議事を副委員長と交代します。

それでは、今、日付については11月６日、７日ということで、どちらかにしたいと思います。
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時間については、14時から16時。

日付について、いかがいたしましょうか。

11月６日は木曜日、７日は金曜日となっています。市民祭りも１日から始まって９日まで、

市民祭りのメインのお祭りが９日、日曜日というふうになっているんですけれども。

菅原委員。

○菅原満委員 週の半ばということで、６日がいいのかなというふうに考えます。

○吉田武司委員長 鎌田委員。

○鎌田泰春委員 私も11月６日のほうが望ましいと思います。

○吉田武司委員長 今、11月６日ということで御意見がございました。

皆さん、11月６日でいかがでしょうか。

菅原委員。

○菅原満委員 訂正します。

週半ばということでお話ししましたけれども、７日の金曜日のほうがいいのかなと。

委員会室が大分会議等で使われるので、７日、金曜日、こちらで決めれば、もうこちらで使

えるわけですけれども、７日の金曜日がいいのではないかなということで訂正いたします。

○吉田武司委員長 鎌田委員。

○鎌田泰春委員 私の会派としてはどちらでも大丈夫ですので、11月７日でも差し支えありま

せん。

○吉田武司委員長 ６日、７日で、ほぼ皆さん、どちらでもいいということで、今、７日とい

う意見がありましたので、11月７日、金曜日に決定したいと思いますけれども、いかがでしょ

うか。

〔「異議なし」という声あり〕

それでは、日付については11月７日に決定をいたします。

時間については、２時から４時でよろしいでしょうか。

〔「異議なし」という声あり〕

菅原委員。

○菅原満委員 テーマ決めなんですけれども、今回も委員会ごとということを想定すると、や

はり委員の意見も踏まえたほうがいいのかなと思うので、日にちと時間は決定して、議会だよ

りに掲載をすると。

意見交換会のテーマについては、ちょっと調整をさせていただければと思いますので、よろ

しいでしょうか。御協議ください。

やはり、当日、委員がメインになってやり取りをするので、一応、委員にも案を挙げてもら

えればということにしたいので、前回それを確認していなかったので、いかがでしょうか。

○吉田武司委員長 今、菅原委員のほうから、テーマについては、委員会で協議したいという

お話がありました。
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確かに委員会のことなので、９月定例会などにおいてまた何か出てくる場合もありますので、

委員会でテーマを決めてもらえればというふうにも思いますけれども、皆さん、この意見につ

いていかがでしょうか。

〔「異議なし」という声あり〕

それでは、テーマについては各委員会で決めていただければと思います。

そして、また次回、９月定例会が終わった時点の議会運営委員会でテーマを決定していきた

いと思います。

それでは、開催場所については、和光市の全員協議会室が一番広いので、そこでよろしいで

すか。

〔「異議なし」という声あり〕

それでは、そのようにしたいと思います。

それでは、開催日時、11月７日、金曜日、時間は14時から16時、開催場所は全員協議会室と

決定したいと思います。よろしいですか。

〔「異議なし」という声あり〕

テーマについては、各委員会で決定していただけますようにお願いいたします。

菅原委員。

○菅原満委員 さっき、委員長からもあったんですが、春は５月の土曜日、わこらぼと一緒に

できればという形、ないしは日曜日でやるということだけ確認をしておければいいのかなと思

うので、その辺について協議をお願いします。

○吉田武司委員長 失礼しました。

それでは、４月の春の議会報告会については、わこらぼまつりの開催と併せて開催したらと

いう御意見がありましたので、皆さん、いかがでしょうか。よろしいですか。

鎌田委員。

○鎌田泰春委員 一応、その土日で行うというところは理解しまして、わこらぼまつりと一緒

にやるかどうかというところは、また再協議するという方向がいいのかなと思います。

○吉田武司委員長 菅原委員。

○菅原満委員 わこらぼまつりの中ということではなくて、日程的にその日と一緒になります

よということで、あくまで議会報告会は議会報告会として行うと。ただ、日程としては重なる

と。

議会棟１階の利用の調整もあるかと思うので、その辺についても調整するということで、あ

くまでもわこらぼまつりの一環ではないという意味合いで申し上げましたので、付け加えさせ

ていただきます。

○吉田武司委員長 菅原委員の意見は、今回は平日にやるというところで、年に１回ぐらいは

土日の開催がいいということ。

以前、わこらぼまつりの開催のときに、併せてではなくて、それは市議会独自でやったんで
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すけれども、そういう人が集まっているときに開催したほうがいいという御意見だと思います。

以前、わこらぼまつりの日程に合わせたのではなくて、合ってしまったというところで開催

したときには、多くの市民が来てくれたので、ああいうところもすごくよかったのかなと思い

ますので、あのときにちょっといろいろ打合せの不手際がありましたので、今回は、先にその

日にやるんだよというのを決めて、実行委員会なりと打合せをして開催できるようにしていき

たいということだと思いますので、そのようにしたいと思いますけれども、いかがでしょうか。

伊藤委員。

○伊藤妙子委員 できればもう一度、そこは会派に持ち帰りたいかなと思いますが、大丈夫で

すか。

○吉田武司委員長 そこについては、会派に持ち帰っていただいて、また協議していただけれ

ばと思いますけれども、緑風会としては、次回はやはり土日の、休日の、市民の方誰もが参加

しやすいときにやられたほうがいいという意見がありましたので、またこのことについては、

会派に持ち帰って協議していただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

また、事務局におかれましては、わこらぼまつりの実行委員等が立ち上がる日時等を確認し

ていただければと思いますので、今後、お願いをいたします。

それでは、ほかに何かございますか。

〔「なし」という声あり〕

それでは、そのように決定しました。

議会報告会については以上となります。

その他、委員の皆様から何かございますか。

菅原委員。

○菅原満委員 たしか議運で、会派の扱いを決めて、そのとき無会派の人は無会派の部屋とい

うことになったので、その辺について、議長のほうでどういうふうにされているのかだけ確認

させていただけますでしょうか。

○吉田武司委員長 小嶋議長。

○小嶋智子議長 ６月の末くらいまでにはというお話が一度あったかと思うんですが、それ以

降、動きがないのと、あと何の話も来ていないので、その状態のままになっておりますが、こ

のままというわけにはいかないと思っておりますので、意見を聞いてほしいというようなお話

もありましたので、どこかのタイミングで意見を伺わなければいけないのか、すみません、ち

ょっとどの辺まで部屋を移るというお話が進んでいるかについての確認がまだ取れていません

ので、その辺りの確認はしていきたいと思っております。

○吉田武司委員長 菅原委員。

○菅原満委員 議長が当時副議長で、同じ会派から議長が出ていて、議運で確認した内容なの

で、その辺については確認ということではなく、きちんと対応していただければと思いますの

で。今のお話は伺いました。ありがとうございます。
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○吉田武司委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」という声あり〕

ほかになければ、以上で本日の議事は全て終了しました。

本日の記録及び会議の公開資料については、委員長に一任願います。

以上で議会運営委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。

午前１０時３３分 閉会
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